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市政だより 人口の動き | 法律相談日

i3月1日現在前月比 11
11 4月18日〈木〕

人口 58.~39 +~151 1 9蒋30分 ~15時
男 28.317+5711 
女 30.522 +581!市役所市民相談室

世帯数15.699+171iお気軽にどうぞ
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新空港の完成も間近で飛躍的発展が京待される大村市の全望

重点線3震にち本の殺

節約ムードの新年度予算

『福祉都市おおむら』を目指して昭和49年度一般会

計予算62億163万4千円が3月定例市議会に上程され

慎重審議の末可決されま した。

新年度の予算は昨年度より15.9労約8億5千万円の増

額となりました。因 。県の予算編成方針に基いて節約

ムードの予算ですが、内容は市民生活を優先した福祉

予算となっています。

特に重点施策として次の5つを柱としています

1 公共施設の整備

2 社会福祉の充実

3 教育の振興

4 産業の振興

5 土地・緑化対策

市民生活優先で
...‘..、-‘...........←ゐ..... 叫.司.........噌、.....、‘.... 、....、.......・.... ・訓"“.... 、‘.，、......・......喝、・A

62億163万4千円

(次ページへ続く〉
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(2) 

『
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』

り

新

年

度

予

算

で

おおむ

h
d
 
ら

前
進
ん
υ・

市政だより

新
年
度
予
算
は
福
祉
予
算
に
ふ
さ
わ
し

く
、
幼
児
か
ら
老
人
に
至
る
ま
で
各
階
層

に
及
ぶ
幅
広
い
施
策
が
、
も
り
だ
く
さ
ん

に
組
み
こ
ま
れ
『
住
み
よ
い
ま
ち
，
つ
く
り
』

が
着
々
と
進
め
ら
れ
ま
す
。

昭和49年4月1日
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一
社
会
福
祉
面
で
は

一
、
遺
児
の
教
育
手
当
を
支
給

一一、

敬
老
金
の
支
給
を
従
来
の
七

十
五
歳
、か
ら
七
十
歳
に
引
き

下
げ

三
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
(さ
く
ら
荘
)

の
利
用
者
に
パ
ス
代
(
一

h

以
上
)
の
片
道
補
助

四
、
老
人
の
健
康
診
査
(
無
料
)

を
六
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
に

引
き
下
げ

五
、
難
聴
者
の
た
め
に
福
祉
セ

ン

タ
ー
に
聴
力
検
査
装
置
を
設

置

六
、
保
育
所
を
三
ヵ
所

(竹
松

・

松
原

・
三
浦
)
開
設
し、

百

八
十
名
の
保
育
児
を
収
容

な
ど
が
主
な
も
の
で
、
他
市
町
村

に
さ
き
が
け
た
行
政
が
積
極
的
に

行
わ
れ
ま
す
。

教
育
関
係
で
は

一、

父
兄
負
担
の
軽
減

(約
三
千

百
万
円
)

二、

備
品
の
整
備

(例
え
ば
放
送

施
設
や
頭
上
投
影
機
に
四
千

六
百
万
円
)

三
、
小
学
校

・
中
学
校

・
幼
稚
園

の
建
築
費
に
約
四
億
円

四
、
幼
稚
園
の
新
設

(
三
城
)

な
ど
で
、
待
望
の
市
民
プ
1
ル
は

四
月
に
完
成
し
今
年
の
夏
か
ら
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

て

日
本
脳
炎

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
注
射
を
無
料

二
、
ゴ
ミ
の
収
集
を
無
料

な
ど
市
民
に
直
結
し
た
サ
ー
ビ
ス

に
つ
と
め
ま
す
。

土
木
関
係
で
は

一、

道
路
の
舗
装

・
改
良

・
側
こ

う
・
橋
り
よ
う
に
約
四
億
円

一
一
、
都
市
計
画
に
約

一
億
円

三
、
保
安
灯
設
置
に
五
百
七
十
万

円

(百
四
十
五
灯
新
設
)

四
、
緑
化
に
西
木
三
万
本
の
生
産

な
ど
が
主
な
も
の
で、

ま
す
ま
す

住
み
よ
い
ま
ち
と
な
り
ま
す
。

住
宅
建
設
と
し
て

一
、
池
田

・
竹
松
に
八
十
戸

(
四

階
建
)
建
設

二、

集
会
所
の
な
い
団
地
七
ヵ
所

に
集
会
所
建
設

な
ど
を
予
定
し、

緑
化
対
策
と
し

て
、
団
地
に
つ

つ
じ
苗
を
植
樹
し

ま
す
。

農
林
関
係
で
は

一
、
農
道
の
新
設

・
改
良

・
舗
装

に
七
千
万
円

二
、
農
協

。
漁
協

・
森
林
組
合
へ

生
産
資
令
及
び
ミ
カ
ン
対
策

預
託
金
と
し
て
一

億
三
千
六

百
万
円

三、

畜
産
公
害
に
約
五
百
万
円

な
ど
農
林
業
の
振
興
を
は
か
り。

一
、
中
小
企
業
振
担
資
金
の
預
託

金
に
一

億
円

二、

商
工
会
議
所
会
館
建
設
に
七

千
万
円
の
補
助

三、

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
共

済
制
度
の
助
成
に
二
百
万
円

な
ど
中
小
企
業
の
育
成
に
つ
と
め

~ 

健
康
で
仕
事
に
は
げ
み
楽
し
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

民

市

ま
す
。

「安
全
ボ
!
イ
」
を
市
内
三

十
ヵ
所
に
設
置

な
ど
県
下
で
も
珍
し
い
交
通
安
全

の
対
策
を
立
て
て
児
童
、
生
徒
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
施
策
の
大
き
な
も
の
と
し

て
は
総
額
三
百
二
十
億
円
に
及
ぶ

下
水
道
工
事
の
大
事
業
が
昭
和
六

十
五
年
完
成
を
目
標
に
、
い
よ
い

よ
本
年
度
か
ら
工
事
開
始
の
予
定

で
す
。この
よ
う
に
市
民
生
活
優
先
の

新
年
度
予
算
は
、
内
部
的
な
備
品

関
係
の
購
入
を
減
額
し、

光
熱
水

費
も
大
幅
な
節
約
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
、
わ
が
国
初
の
海

上
空
港
が
オ
ー
プ
ン
し、

飛
躍
的

な
発
展
が
期
待
さ
れ
る
当
市
に
と

っ
て
、
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
し
い
新

年
度
予
算
で

住
み
よ
い

豊

か

な

調

和

の

と
れ
た
都
市

が
さ
ら
に
前
進
し
ま
す
。

憲

~ 
王手L
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昭和49年4月1日
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-盟圃

全国交通安全運動

の春園田園田園

親

顎

で

4月6日--15日

春
の
交
通
安
全
運
動
が
四
月
六

日
か
ら
十
五
日
ま
で
、

十
日
間
に

わ
た
っ
て
、
全
国
い
っ
せ
い
に
は

じ
ま
り
ま
す
。

こ
の
運
動
の
ね
ら
い
は
、
歩
行

りおおむ市政だより(3) 

き
ま
り
を
守
る

者
、
運
転
者
、
運
転
者
の
雇
主
そ

の
他
陸
上
交
通
に
関
係
あ
る
す
べ

て
の
者
に
、
交
通
安
全
思
想
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
も
の
で

市

民

に

す。
新
学
期
や
行
楽
期

を
む
か
え
て
車
を
運

転
す
る
人
も
歩
行
者

も
交
通
事
故
を
起
v

」

さ
な
い
よ
う
に
、
お

互
い
が
注
意
し
あ
い

合
?
し
ょ
v

つ
。

〈
運
動
の
重
点
〉

①
歩
行
者
事
故
、
特

に
子
供
の
事
故
防

止

⑤
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
l

ン
の
整
備

充
実

⑤
母
親
と
子
供
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
の
充
実

⑤
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
結

成
と
育
成

な

り
ま
し
ょ
甲
つ

⑦
自
転
車
事
故
防
止
対
策

⑤
自
転
車
利
用
の
安
全
対
策
の

(市

民

推
進

①
飲
酒
運
転
の
追
放
。

国
民
健
康
保
険
一

助

産

費

な
ど

増

額

昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
助
産
費
お
よ
び

葬
祭
費
と
、
は
り

・
き

ゅ
う
施
術

に
対
す
る
補
助
が
次
の
よ
う
に
増

額
さ
れ
ま
す
。

①
助
産
費

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

お
産
を
さ
れ
た
と
き
は
助
産
費

と
し
て
三
万
円
(
改
正
前
は

一

万
円
)
を
支
給
し
ま
す
。

①
葬
祭
費

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

死
亡
さ
れ
た
と
き
は
葬
祭
費
と

し
て
一
万
円
(
改
正
前
は
五
千

円
)
を
支
給
し
ま
す
。

助産施設の利用は

早めに福祉事務所ヘ

昭
和
田
十

八
年
七
月

一

日
か
ら
国
立

大
村
病
院
が

児
童
福
祉
法

に
よ
る
助
産

施
設
と
し
て

取
り
扱
わ
れ

て
お
ま
す
が

こ
れ
は
保
健

上
必
要
が
あ

る
に
も
か
か

わ
ら
ず
経
済

的
理
由
に
よ

り
入
院
助
産

を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な

…

山

内

名

誉

市

民

第

一

号

;

公灯
時

前
日
昨
日

…

一

元

市

長

の

大

村

純

毅

さ

ん

進
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
卓

一

絶
で
市
民
の
深
い
尊
敬
を
受
け
た

…

本
市
住
民
又
は
本
市
に
縁
故
の
深

町

一

三

月
定
例
市
議
会
は
名
誉

一
号
の
名
誉
市
民
に

決

定

し

二

十
七
年
か
ら
凶
期
十
六
年

い
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
称
号
で

山

一

市
民
条
例
を
制
定
し
、
大
村
ま
し
た
。

問
、
大
村
市
長
と
し
て
、
大

市
長
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
選

n

m

純
毅
さ
ん
(
七
十
歳
玖
島

大
村
さ
ん
は
旧
大
村
藩
三
村
市
発
展
の
た
め
に
尽
さ
れ

定
さ
れ
る

も

の

で

す

。

…

川

郷
四
四
五
番
地
の
四
)
を

第

十

三

代
目
の
当
主
で
、
昭
和

た
方
で
す
。

害

章
一寸

①
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
る

と
き

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

は
り

・
き
?
っ
施
術
を
受
け
た

と
き
は
、

一
回
に
つ
き
二
百
十

円
(
改
正
前
は
百
四
十
円
)
を

市
が
負
担
し
ま
す
。

回
数
は
被

保

険

者

一
人
、
月
七
回
以
内

(改
正
前
は
月
五
回
以
内
)

で
す
。

な
お
、
治
療
は
必
ず
国
保
被
保

険
者
証
と
印
鑑
を
持
っ
て

「大

村
市
国
民
健
康
保
険
指
定
施
術

所」

で
受
け
て
下
さ
い
。

い
場
合
に
、
入
院
助
産
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

保
健
上
の
理
由

て
異
常
分
べ
ん
な
ど
の
お
そ
れ

の
あ
る
も
の

二
、
住
居
が
狭
く
騒
音
の
は
げ
し

い
な
ど
自
宅
分
ベ
ん
が
不
適
当

な
も
の

三
、
人
手
が
な
く
産
後
の
正
常
な

回
復
が
の
ぞ
め
な
い
も
の

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
た
い

方
は
出
産
予
定
日
が
わ
か
り
ま
し

た
ら
早
め
に
福
祉
事
務
所
に
ご
相

談
下
さ
い
。

出
産
直
前
に
ご
相
談

さ
れ
て
も
適
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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ん
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ω
乙
の
納
税
通
知
書
に
よ
っ

て

自
動
車
税
を
県
税
の
収
納
機
聞
に

納
付
さ
れ
る
と
き
に
は
、
領
収
証

書
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
納
税
証
明

書
に
も
「
領
収
日
付
印
」
を
受
け

て
下
さ
い
。

自
動
車

お
持
ち
の

り

皆

おお む

自
動
車
税

の
納
期

し、
。

凶

納
税
証
明
書
の
「
登
録
番
号
」

と
「
有
効
期
限
」
の
欄
が
×

×
×

×
印
で
ま
っ
消
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
昭
和
四
十
八
年
度
以
前
分
の

自
動
車
税
が
滞
納
と
な
っ
て
い
る

た
め
で
す
か
ら
、
乙
の
場
合
は
納

税
証
明
書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

2

次
の
場
合
に
は
、
も
よ
り
の

県
税
事
務
所
、
支
庁
税
務
課
ま
た

は
自
動
車
税
事
務
所
で
自
動
車
税

5
月
何

日

i
郡

日

市政だより

V

由
一
割
車
税
の
納
期
限
は
五
月

三
十

一
日
で
す

白
川

白
川
山

d
At
川
川

年

川

円
同
d

川
川

A
斗
t

川
川

円

μ
川
川

手
川

昭
川

本
年
度
か
ら
自
動
車
税
は
五
月

十
五
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で

に
年
税
額
を
一
度
に
納
め
て
い
た

だ
く
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

V
自
動
車
税
の
納
税
証
明
の
方
法

が
変
わ
り
ま
す

自
動
車
税
の
継
続
検
査
(車
検
)

を
受
け
ら
れ
る
と
き
に
必
要
な
自

動
車
税
の
納
税
証
明
書
は
昭
和
四

十
八
年
度
ま
で
は
ス
タ
ン
プ

・
カ

!
ド
式
の
も
の
を
使
用
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
こ
の
納

税
証
明
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
ま

し
た
。
こ
の
納
税
証
明
書
が
な
い
と
自

動
車
の
継
続
検
査

(車
検
)
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

型耐

ー

自

動
車
税
納
税
証
明
書

(継

続
検
査
用
)
は
、
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
に
添
え
て
、

納
税
者
の

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

tぉ料
り金昭 ? 
!?護自 水道料金徴収 j 
iり委十 一一，==:~~~:== . =="~
:ま託九 宮 '~ ' ~:= O= '~ ' '''''I::I:!!!!!'田!
3し人年 一 : 

;セ25 委託人決まる ! 
二の7l<
t と 道 : 

ミ ( 幸 ( 森 ( 片委 委委 ミ
片町 一大 園大竹町 託 和昭 託 水 託 E
j町 六 部村郷村松 七人 五和期道 の :
地四 ) 地六 地 地ー及十四 問 料 範 }
ミ 区 の 区 二 区区 び年十 金 囲
2第 三 及六 の、 区三 九 及 3 
t二 び の ー 松 域 月年び
町 西七 部 原 三 四督 i
J内 大 ) 地武 卜月 促
森村辻 区 田一一手 l

j 地 ハ 及千 日日 数
タ 区ヤ び 鶴 ;f-'ト ? 

} ネ の ノ西 子 昭 ; 

老
人
を
う
や
ま
い

伸
び
ゆ
く
子
供
の
夢
を

納
税
証
明
書

(
継
続
検
査
用
)
の

交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

ω
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
な

い
納
付
書
な
ど
で
自
動
車
税
を
納

め
た
場
合

ω
自
動
車
が
非
課
税
、
課
税
免

除
、
減
免
な
ど
に
該
当
す
る
場
合

ω
納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
証
明
書
の
「
登
録
番
号
」
と

「有
効
期
限
」
の
欄
が
×
×
×
×
印

で
ま

っ
消
さ
れ
て
い
る
と
き

ω
証
明
書
を
紛
失
し
た
と
き
、

ま
た
は
汚
損
も
し
く
は
棄
損
し
た

と
き
。
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原爆事$jはつ

仁社会課 に変更

原
爆
事
務
は
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

一
原
爆
手
帳
の
申
詰
、
居
住
地
変

更
手
続
な
ど
に
つ
い
て
は
従
来

大
村
保
健
所
で
取
扱

っ
て
い
ま

し
た
が
四
月

一
日
か
ら
市
社
会

課
で
受
付
事
務
を
開
始
し
ま
す

二
原
爆
手
帳
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
手
帳

の
返
還
、
葬
祭
料
の
請
求
な
ど

の
事
務
も
市
で
受
付
け
ま
す
。

※
そ
の
他
不
明
の
点
に
つ
い
て
は

市
社
会
課
に
お
問
合
せ
下
さ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

 

未
請
求
の
方
は

b
早
く

特

別

昭
和
四
十
年
四
月

一
日
か
ら
昭

和
四
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

の
間
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
の
受
給
権
を
有
す
る
者
が
死

そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

弔

慰

金

亡
し
た
場
合
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

未
請
求
の
方
は
早
め
に
請
求
し

て
下
さ
い
。

({巾

民

こ

ん

な

と

き

は

…

但

…

検
察
審
査
会
へ

検
察
審
査
会
は
、
新
憲
法

・

の
精
神
に
そ
っ

て、

刑
事
司

法
民
主
化
の
使
命
を
果
た
そ

う
と
す
る
も
の
で
、
有
権
者

の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た

山
十
一

人
の
検
察
審
査
員
が
起
山

訴
権
を
独
占
す
る
検
察
官
の

仕
事
の
や
り
方
を
審
査
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事

故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判

~

に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う

も
な
っ

と
く
で
き
な
い
:

そ
う
い
う
不
満
を
も

っ
て
い

る
方
は
検
察
審
査
会
へ
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

費
用
は

一
切
い
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
会
事
務
局

長
崎
市
万
才
町
九
番
二
六
号

長
崎
地
方
裁
判
所
内

(電
語
@
l六
一
五
一
番
)

憲

章

γ



~ 

水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

市

民

昭和49年4月1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIill 
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匂
/

¥

一

喝

戸
1
t
l
la
叩
仙

m
N
W

た
ず
ね
し
ま
す
の
で
、
必
ず
調

べ
て
き
て
下
さ
い
。

禁
忌
者

川
発
熱
や
下
痢
を
と
も
な
う
急
性

疾
患
者

ω重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管
系

疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄
養

障
害
者

ω種
痘
お
よ
び
麻
し
ん

ワ
ク
チ
ン

接
種
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
下
さ
い
。

注
射
と
検
診

園
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
よ
う

該
当
者

生
後

三
ヵ
月
以
上
経
過

し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
v

つ
け
て

い
な
い
も
の
、
お
よ
び
二
回
目
の

投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も
の
。

料
金

無
料
で
す
が
、
昭
和
四
十

八
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を
お

り

医

む

曜当番医

名

おお

日

院

市政だより

の4月

診療科目

(5) 

日

7 

生ワク投与日程表

会場名 |投与日

市役所 I 4/ 9 

萱瀬出張所 I 4/ 9 

諏訪公民館 I 4/10 

三浦診療所 I 4/10 

鈴田出張所 I 4/10 

竹松本町公民館 1 4/11 

福重出張所 I 4/竹

中地 区 公民鑓 4/12

松原出張所 I 4112 

※時間はいずれも

午後2時、3時

掴
妊
婦
及
び

乳
幼
児
健
康
相
談

1月 日 |場所 時間

口雪|竺4月 11 日 | 萱~tI:l ~wr :

4月12日|竹松出張所 |11泊二11111 
何 百 |松原出張所 l面長市01
※11日は幼児検診のみ
12臼は乳幼児相談のみ

国
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手
数
料

登
録

一
頭

三
百
円

沖
射
一
頭
三
百
十
円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

又
、
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ
犬

に
は
、
首
輸
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け

て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら

な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

※
日
程
は
左
記
の
と
お
り

犬
の
避
妊
を

狂
犬
病
定
期
予
防
注
射
実
施
期

間
中
に
申
請
の
あ
っ

た
も
の
に
対

し
て
は
、
補
助
金
が

つ
き
ま
す
。

マ
オ
ス

一
頭
当
た
り
手
術

料
三
千
円

(飼
い
主
二
千
八
百
円

負
担
)
マ
メ

ス

一
頭
当
た
り
手
術
料

六
千
円

(飼
い
主
五
千
円
負
担
)

※
希
望
者
は
、
印
鑑
持
参
の
上
予

防
接
種
会
場
で
申
込
み
下
さ
い
。

1111114

・V.A
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圃妊婦教室

憲

音
十
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E
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戸
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「
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phu

ヴi

一
1
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F
3
q
u

土一一百一

ワ
臼ハ
u
q
d

一
ワ
』
ハb
A

吐
一
つ
J

「
O

ワム

一
1
i
A官

n
u

--
一
1

一
7
i
q
d

円リ

一
q
u

円ノM
E
d

一円台
υ
日

U

a
性

一
ウi

つJ
氏
U

一
つ釘

局当

ヴi

一
q
J

q
u

o
o

一
qυ

つ』
0
0

一
ワ】つ』

勺{

電

一
(
砂
@
@
一
(砂川
V
m
v

一
(
砂
市
v
m
V

一
(
v
m
v
m
v

地

一
場

松

下

一
り

田
同
一

町

域

松

一
町

町

瀬

在

一
馬

一
通

一
本

三

一
本

所

一
乾

並

田

一
駅

辻

皆

一
東
西

竹

一
東

古

萱

院

形

科

一
院

院

科

一

科

院

院

一
科

科

院

医

整

内

一
巨

医

北

一
外

医

医

一
限

外

医

一

3

j

-

一

中

永

田

一
引

長

ル

一
尾

尾

一
木

崎

回

国

松

上

一
海

朝

国

一
松

琴

原

一
楠

田

沢

科

科

科

一
科

別

科

一
科

科

科

一
日
内
科
科

ート

一

己

一

:
ト

一
日7

1

M
W

一
鼻

川

児

一

同

一

日
l

】

/

戸

、
、，

一

内

整

内

一
耳
市
町
小

一
一外

内

削

一
限

外

内

一

1

1
一1
1
1幻

一

以

妊
娠
中
を
元
気
に
過
ご
し、

丈

夫
な
赤
ち
f

ん
を
生
み
育
て
る
た

め
の

一
環
と
し
て
聞
き
ま
す
の
で

多
数
ご
参
加
下
さ
い。

第

一
回

四

月

九
日

母
子
保
健
法

・
妊
娠
中
の
生
活

第
二
回

四
月
十
六
日

産
後
の
生
活

・
栄
養
に
つ
い
て

(貧
血
食
の
実
習
な
ど
)

場時
所間

午
後
一
時
か
ら

大
村
保
健
所

圃

三
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
も

大
切
で
す
。
お
繰
り
あ
わ
せ
お
で

か
け
下
さ
い
。

対
象

昭
和
四
十
五
年
十
月
生
ま

れ
の
人
、
及
び
昭
和
四
十
五
年

四
月
か
ら
昭
和
四
十
五
年
九
月

生
ま
れ
の
人
で
、
ま
だ
健
診
を

受
け
て

い
な
い
人

日
時

四
月
二
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
一

時

午
後
一
時
l
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

月日(曜)1実施場所 |実施時間

4/8C月)1市 役 所 11111E1日1E021005F4~-T1114151m而300 0 
4/ 9溝陸 公民所館

(火〉 農ニ 協浦商出部張支所 1111401300bOJ--二週1125却000 0 
4/10 平小)11(倉田宅前〉
10
1鈴田 出張所

(水)I岩松駅別 13:00......14:00
大多武婦人ホーム14:30-15:00 

4/1](木)1中地区住民てンタ ー 110:00 15:00 

/臼 |iE富 ノ院出張民所宙日開目E。-1函}:30 
4/(金間〉同1植原口拒在公宅公民民撞盤 11血00-11:00 。
|諏訪公民館 |100ト 11

4/15池田公民 館 13330-14:00 
〈月) 微神堂 前広場 14:30、15:00

4/16 野東松 岳光原湖寺出公パ張民ス館所!亭 111013:::301050』、-111141:::03000 01 

(火〉
武留 路公民館 !14・30-15・00

4/17C水)1竹松出張所 110:00匂 15:00

|黒黒木パス終点 トl11叩0131E0二~T11日1II唱15。O 木小学校下

川 久量原 営林署
萱 出張 所

(木〉 南川内(鶴本宅月~) 1 1 4:1 5-14:30 
萱 瀬小学校 14:50-1156:.1000 
l農協第一支所 15:20...... 

-4/19(刺|大村保健 PJi-日生盟主15:00

犬の登録と狂犬病予防注射

日程表

浪花時~1 3時は休けいします。



(6) 

試

験

り

圏
一
級
及
び
ニ
級
土
木

工
事
技
術
者
試
験

むおお

受
験
資
格

学
歴
に
よ
っ
て

一
定

の
実
務
経
験
年
数
が
必
要

試
験
日
①

一
級
試
験
六
月
三
十
日

②
二
級
試
験
八
月
十
一
日

申
込
提
出
書
類
①
受
験
申
込
書
類

①
受
験
用
申
請
書
類
③
学
校
卒
業

証
明
書
④
住
民
票
@
二
級
土
木
施

工
管
理
技
術
検
定
合
格
書
の
写
し

(一

級
の
み
)

申
込
受
付
期
限

市政だより昭和49年4月 1日
illllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllilll1IIIIIUllllllllllllillllllllillllllllillllillllllillllilllillllli11111111 

四
月
十
五
日

申
込
書
類
及
び
受
験
の
手
引
の

申
込
先
九
州
建
設
弘
済
会

福
岡
市
中
央
区
薬
院

2
l
U
l幻

※
「
受
験
申
込
書
類
及
び
受
験
の

手
引
」
の
請
求
は
「
申
込
書
類
及

び
受
験
の
手
引
」

一
組

二
百
円

(郵
送
で
請
求
時
は
送
料
共

一
組

二
百
六
十
円
)
切
手
不
可
、
「
一

級
申
込
書
類
請
求
」
文
は
「
二
級

申
込
書
類
詰
求
」
と
明
記

募

集

園
市
奨
学
生
を
募
集

資
格
付
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子

女
で
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者

向
品
行
方
正
、
学
業
成
績
優
秀
且

つ
身
体
強
健
な
者

伺
経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

貸
与
月
額

二

千

円

募
集
人
員
十
名

募
集
期
同

四
月
二
十
日
ま
で

手
続

各
高
等
学
校
ま
た
は
市
教

育
委
員
会
に
出
顕
著
類
が
あ
り

ま
す
の
で
高
等
学
校
長
を
経
由

し
て
提
出
す
る
と
と

※
詳
し
く
は
市
教
育
委
員
会
庶
務

課

へ
圏
明
る
い
参
院
選
の

標
語
募
集

目
的

第
十
回
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
近
づ
き
ま
し
た
。
こ
の

選
挙
で

一
人
で
も
多
く
の
投
票
参

加
を
呼
び
か
け
、
ま
た
明
る
く
正

し
く
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
使

用
す
る
か
選
挙
標
語
H

を
募
集
し

ま
す
。一
句
即
有
権
者
の
胸
を
う
つ
よ

う
な
名
作
を
応
募
し
て
下
さ
い
。

応
募

標
語
は
自
作
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

官
製

ハ
ガ
キ

一
枚
に

一
句
、
一

人
二
枚
ま
で
と

し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

職
業
、
年
齢
を
記
入
し
て
下
さ
い

送
り
先

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
二
|
四
i
三

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協

議
会
、
標
語
係

(
宇
山
)

締
切

四
月
十
日

(
当
円
消
印
有

効
)

賞
金
一

等

一

名

三

万

円

二
等

三
名

各

一
万
円

三
等

十
名

各

三

千
円

佳
作
若
干
名
記
念
品

発
表
五
月
十
五
日
新
聞
、
放
送

を
通
じ
て
発
表

催
し
も
の

圃
春
の
合
同ゲ
ル

l
ブ
展

中
央
公
民
館
、
中
地
区
公
民
館

で
、
数
多
く
の
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
合

同
の
作
品
展
を
開
き
ま
す
。

期
間

四
月
四
日
1
四
月
十
日

場
所

中
地
区
公
民
館

展
示
の
内
容

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

、
フ
ラ
ン

日
j

ス
刺
繍
、
洋
画
、
写
真
、
手
芸

品
、
生
花
の
約
六
百
点

一げいペパ
リ

そ

の

他

一

大

村

の

碑

(
3
)

U

ゅ
う
ゅ
う

一

川

原

悠

々

句

碑

一
常
な
ら
ば
言
ひ

かすみ

一

消

す

ほ

ど

よ

初

霞

一

春
の
訪
れ
に
対
す
る
感
動
を
は

一
ま
れ
よ
く
表
現
し
た
俳
人
悠
々
の

一
不
朽
の
名
句
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

一
の
句
碑
が
片
町
の
稲
荷
神
社
の
境

一
内
に
、
か
し
の
木
の
た
れ
下
っ
た

一
枝
葉
に
お
お
凶
騒
輝
灘
鱗
醗
臨

一
わ
れ
、
ひ
っ
鏑
朝
関
醐
闘
闘
騒

一
そ
り
と
建
つ
慨
樋
閥
闘
瞳
関
遡

一
て
い
る
。
本
欄
灘
圃
圃
盟
額
鱒
鱗
鱗
鰯

一
市
で
は
ま
れ

麟
隣
園
田
鵬
麟
鶴

一
に
み
る
貴
重
鏑
翻
鶴
鱒
瀦
磁
問
問

一
な
句
碑
と

い

磁

欝

欝

幽
週

一
え
よ
う
。
蝿
掴
圃
回
調
灘
繍
勢
一開
通

も
と
は
る

一

悠
々
は
、
本
名
を
川
原
元
治
と

一
言
い
、
安
氷
五
年
(
一
七
七
六
年
)

一
千
綿
に
生
れ
た
が
、

幼
く
し
て
父

一
を
失
い
、
上
小
路
の
緒
方
家
で
養

一
育
さ
れ
た
。

少
年
時
代
、
藩
校
五

E

乙
う

一
一
教
館
に
学
び
、
優
秀
な
成
績
で
あ

ー
や

ち
ょ
う

一
っ
た
の
で
、
の
ち
、
館
の
会
長
、

一
表
会
頭
と
な

っ
た
が
、
病
弱
の
た

一
め
職
を
辞
し、

休
養
に
専
念
し
た

一

そ
の
後
、
病
気
の
回
復
を
得
て

一
川
棚
に
移
り
、
習
字
向
調
匠
を
す

一
る
か
た
わ
ら
、
今
道
伯
和
に
就
い

翻

小
鳥
が
ほ
し
い

~ 

公
害
。
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
心

市

市
は
、
大
村
公
園
内
に
三
十
平

方
メ
ー
ト
ル
の
小
鳥
専
門
の
小
屋

を
造
り
、
四
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し

中ま
7
U
'
た
。

小
白
馬
の
処
置
に
お
悶
り
の
方
や

小
鳥
を
寄
付
な
さ
り
た
い
方
は
市

土
木
課
へ
申
出
て
下
さ
い。

圏
四
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
霊
場

。
二
日
か
ら
六
日
ま
で

O
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で

O
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で

て
漢
学
を
学
ん
だ
。

五
年
の
ち
、
一

千
綿
村
民
の
熱
望
で
横
目
役

(今

一

の
警
察
)
に

つ
い
た
が
、
村
民
の
一

教
育
に
も
大
い
に
力
を
注
い
だ
。
一

文
政
二
年

(
一
八
一
九
年
)
板

一

ト
h
t
-

-

杵
、
千
綿
、
江
山
巾
村
の
代
官
に
抜

一

て
き
さ
れ
た。

一

そ
の
こ
ろ
、
京
都
の
呉
服
商
、
一

じ
ゅ
ど
う

ば

し
よ
う

酌

寿
堂
な
る
者
か
ら
芭
蕉
の
流
れ
を

一

く
む
俳
譜
を
す
す
め
ら
れ
、
京
の

一

ば
い
し
っ
そ
う
き
申
う

咽

梅
室
蒼
札
と
い
う
大
家
と
も
交
友

一

を
結
び
、
官
職

一
切
を
な
げ
う
っ

一

際
際
臨
麗
醗
腰
京
湾
一町議
点

て
句
作
に
一

掴
薗
圃
薗
園
開
撃
を
務
総

開
閉
醐
醐
輔
繍
会
ぷ
ア
叫
没
頭
し
た

一

翻
遡
湘
繍
綴
燃
機
誠
九
二
仲

繍
額

ぷ

設

さ

副

総

の
で
、
一
一

綴

機

勺

会

主

緩

躍

彼

の
名

一

機

機

繍
抗
議
鋭
機

が
天
下
に

…

謬

謬

鰍

湾

側

芝

知
ら
れ
る

一

機
態
鱗
麟
際
稼
働
綴
織
機

ー
一

機
線
鶴
翻
鶏
綴
議

議

よ
う
に
な

錦
繍
瀦
鋭
機
瀦
綴
務
総
川

っ
た。

一

天
探
四
年

(
一
八
三
三
年
)
幼

一

君
に
思
征
し
て
江
戸
に
上
り
、
数

一

年
間
滞
在
し
た
が
、
江
戸
の
俳
人

一

と
も
交
わ
り
、
研
さ
ん
に
余
念
が

一

な
か
っ
た
。

-
み
一

後
年
、
草
場
の
池
の
坊
に
「
三

一

と
き
あ
ん

・

時
奄
」
を
結
び
、
句
作
に
専
念
し

一

ま
う
し

9
う

・

有
名
な

「てみホ
萄
集
」
を
著
し
た

一

え
ん
じ
ゅ

U

窓
辺
の
棋
の
木
に
ち
な
ん
で
一

き
そ
う

「根
窓
」

と
も
号
し
た
。

安
政
四

一

年

(一

八
五
七
年
)
後
木
場
の
自

一

宅
で
死
去
八
十
二
歳
。

一

民

立
早
ぜ

害、
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